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(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

２ 持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため、記載しておりません。 

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。第34期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半

期純損失であり、また、潜在株式が存在していないため記載しておりません。 

  

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第33期

第２四半期累計期間
第34期

第２四半期累計期間
第33期

会計期間
自 2010年４月１日
至  2010年９月30日

自 2011年４月１日
至  2011年９月30日

自  2010年４月１日
至  2011年３月31日

売上高 (千円) 2,428,790 2,718,115 5,530,832

経常利益又は経常損失（△） (千円) 188,559 △24,632 169,573

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) 339,930 △26,350 200,918

持分法を適用した 
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 2,949,500 2,949,500 2,949,500

発行済株式総数 (千株) 8,450 8,450 8,450

純資産額 (千円) 7,161,489 6,927,566 7,011,208

総資産額 (千円) 8,231,811 8,057,942 8,214,642

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失
（△）

(円) 40.50 △3.17 23.99

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ６

自己資本比率 (％) 87.0 86.0 85.4

営業活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 486,212 104,290 219,558

投資活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) 35,311 △622,898 3,265,550

財務活動による 
キャッシュ・フロー

(千円) △50,060 △49,777 △65,870

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高

(千円) 1,950,390 4,329,780 4,898,165

回次
第33期

第２四半期会計期間
第34期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2010年７月１日
至  2010年９月30日

自 2011年７月１日
至  2011年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 13.43 1.28



  

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。 

なお、報告セグメントの区分を当期より変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 １ 四半期

財務諸表 注記事項（セグメント情報等） セグメント情報」の「３．報告セグメントの変更等に関する

事項」をご参照ください。 

  

２ 【事業の内容】



当第２四半期累計期間において、財政状態及び経営成績の状況の異常な変動等又は、前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。 

  

特に記載すべき事項はありません。 

  

(1) 財政状態 

当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ１億５千６百万円余減少し、80億５千

７百万円余となりました。 

主な要因は、船舶の改造等により有形固定資産が５億４千６百万円余増加しましたが、船舶の改造

等による設備投資を行ったことから現金及び預金が５億６千８百万円余、完成工事未収入金が５千１

百万円余減少したことによるものであります。 

負債合計は、前事業度末に比べ７千３百万円余減少し、11億３千万円余となりました。 

主な要因は、未成工事受入金が１億１千５百万円余増加しましたが、工事未払金が１億１千１百万

円余、負ののれんが２千３百万円余減少したことによるものであります。 

純資産合計は、前事業年度末に比べ８千３百万円余減少し、69億２千７百万円余となりました。 

主な要因は、剰余金の配当として４千９百万円余減少し、四半期純損失を２千６百万円余計上した

ことによるものであります。 

  

(2) 経営成績 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災や原発事故に伴う電力供給不足、急激

な円高進行や原油価格の高止まりに欧米の金融不安も加わり、企業活動は弱く景気の先行きは不透明

なままで推移しました。 

建設業界におきましては、震災復旧・復興事業や耐震化工事が動きだしたものの、その動きは緩や

かで、依然として厳しい経営環境下にありました。 

このような状況のなか、当社は経営の効率化と業績向上に努めてまいりましたが、受注高は21億4千

7百万円余（前年同四半期比21.9％減）、売上高は27億１千８百万円余（前年同四半期比11.9％増）と

なりました。  

利益面につきましては、原価低減に努めたものの、営業損失となりました。 

営業損失は５千１百万円余（前年同四半期累計期間は１億５千４百万円余の利益）、経常損失は２

千４百万円余（前年同四半期累計期間は１億８千８百万円余の利益）、四半期純損失は２千６百万円

余（前年同四半期累計期間は３億３千９百万円余の利益）となりました。  

 当社は、東日本大震災による港湾施設、漁港等の基盤整備の一日も早い復旧・復興に向け、保有船

舶やこれまで培ってきた技術等の、持てる力を駆使し全力で取組むとともに、本年５月に就航し年度

以下「第２ 事業の状況」に記載している金額には、消費税等は含まれておりません。

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】



末には２船団目が就航するコンテナ事業等の新規事業に注力し、今後もより一層の収益力の拡大に努

めてまいる所存でございます。 

  

当第２四半期累計期間におけるセグメントの業績は、次のとおりであります。 

（建設事業） 

建設事業の受注高は13億８千６百万円余（前年同四半期比39.2％減）、売上高は23億６千万

円余（前年同四半期比7.6％増）となり、セグメント利益は７千５百万円余（前年同四半期比

75.9％減）となりました。 

（海運事業） 

海運事業の受注高は７億６千１百万円余（前年同四半期比62.3％増）、売上高は３億５千７

百万円余（前年同四半期比51.6％増）となり、セグメント利益は４千４百万円余（前年同四半

期比70.7％増）となりました。 

  

(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期累計期間のキャッシュ・フローは以下のとおりであります。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少があったものの、未成工事受入金の増加及

び売上債権の減少等により、１億４百万円余の収入（前年同四半期は４億８千６百万円余の収入）と

なりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資不動産の売却による収入があったものの、船舶の改造

等による設備投資を行ったこと等により、６億２千２百万円余の支出（前年同四半期は３千５百万円

余の収入）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により、４千９百万円余の支出（前年同四

半期は５千万円余の支出）となりました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期会計期間末残高は、43億２千９百万円余（前年同

四半期は19億５千万円余）となりました。 

  

(4) 主要な設備 

当第２四半期会計期間において、５月の就航に続き２船団目となる土砂運搬用の押船１隻、バージ

１隻をコンテナ輸送用に改造することにいたしました。 

2011年７月から改造工事に着手し、2012年１月の就航を予定しております。 

なお、改造費用は、約６億円で、全額自己資金で賄います。 

  



  

 
  

  

 
  

  

  

  

  

 
  

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末 
現在発行数(株) 
(2011年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2011年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,450,000 8,450,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株で
あります。

計 8,450,000 8,450,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式 
総数増減数 
(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

2011年９月30日 ― 8,450,000 ― 2,949,500 ― 2,724,500



  

 
(注)  上記のほか当社所有の自己株式126,240株（1.49％）があります。 

  

(6) 【大株主の状況】

2011年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
(千株)

発行済株式
総数に対する 
所有株式数 
の割合(％)

青木あすなろ建設株式会社 東京都港区芝２丁目１４－５ 4,739 56.08

モルガンスタンレーアンドカン
パニーエルエルシー 
（常任代理人 
モルガン・スタンレーＭＵＦＧ
証券株式会社）

1585 BROADWAY NEW YORK， 

NEW YORK 10036, U.S.A.

(東京都渋谷区恵比寿４丁目２０－３)

405 4.79

伊 藤   豊 名古屋市熱田区 338 4.00

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 326 3.85

エスアイエツクス エスアイエ
ス エルテイーデイー 
（常任代理人 
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行）

BASLERSTRASSE 100,CH-4600 

OLTEN SWITZERLAND

(東京都千代田区丸の内２丁目７－１)

210 2.48

有限会社プルアック 東京都杉並区南荻窪３丁目１２－８ 109 1.28

齋 藤  廣 一 東京都港区 100 1.18

上 原  雅 夫 福岡県春日市 64 0.75

朝 賀   昭 東京都世田谷区 50 0.59

阪 田  和 弘 鳥取市 47 0.55

計 ― 6,388 75.59



  

 
（注） 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式240株が含まれております。 

  

 
  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間までの役員の異動はありません。 

  

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2011年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

126,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,250,000
8,250 ―

単元未満株式
普通株式

74,000
― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 8,450,000 ― ―

総株主の議決権 ― 8,250 ―

② 【自己株式等】

2011年９月30日現在

所有者の氏名 
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数 
(株)

他人名義
所有株式数 
(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数 
の割合(％)

（自己保有株式）
青木マリーン株式会社

大阪市北区大淀南一丁目
４－15

126,000 ― 126,000 1.49

計 ― 126,000 ― 126,000 1.49

２ 【役員の状況】



当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令14号）に準じて記載してお

ります。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2011年７月１日から

2011年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2011年４月１日から2011年９月30日まで)に係る四半期財

務諸表について、有限責任あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。 

  

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

  

第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

２．監査証明について

３．四半期連結財務諸表について



１ 【四半期財務諸表】
(1) 【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(2011年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2011年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,898,165 4,329,780

受取手形 210,955 190,380

完成工事未収入金 1,380,119 1,328,465

未成工事支出金 － 3,206

材料貯蔵品 92,314 97,114

その他 142,365 99,586

貸倒引当金 △40,525 △40,543

流動資産合計 6,683,395 6,007,989

固定資産

有形固定資産

船舶（純額） 711,349 1,164,354

その他（純額） 640,267 733,343

有形固定資産合計 1,351,617 1,897,698

無形固定資産 10,975 10,657

投資その他の資産

投資有価証券 51,120 43,800

投資不動産 94,296 75,426

その他 23,237 22,370

投資その他の資産合計 168,653 141,596

固定資産合計 1,531,246 2,049,952

資産合計 8,214,642 8,057,942

負債の部

流動負債

工事未払金 654,009 542,467

未払法人税等 13,584 9,405

未成工事受入金 － 115,693

賞与引当金 44,030 40,850

その他 127,853 68,359

流動負債合計 839,477 776,776

固定負債

退職給付引当金 254,220 251,383

船舶特別修繕引当金 59,092 71,369

負ののれん 23,526 －

その他 27,116 30,846

固定負債合計 363,956 353,599

負債合計 1,203,433 1,130,375



（単位：千円）

前事業年度
(2011年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2011年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,949,500 2,949,500

資本剰余金 2,724,500 2,724,500

利益剰余金 1,382,453 1,306,159

自己株式 △31,744 △31,773

株主資本合計 7,024,708 6,948,386

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △13,500 △20,820

評価・換算差額等合計 △13,500 △20,820

純資産合計 7,011,208 6,927,566

負債純資産合計 8,214,642 8,057,942



(2) 【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 2010年４月１日
至 2010年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2011年４月１日
至 2011年９月30日)

売上高 2,428,790 2,718,115

売上原価 2,089,782 2,598,610

売上総利益 339,008 119,505

販売費及び一般管理費 ※1 184,401 ※1 170,542

営業利益又は営業損失（△） 154,606 △51,037

営業外収益

受取利息 7,096 582

受取配当金 2,540 2,070

負ののれん償却額 23,526 23,526

その他 789 225

営業外収益合計 33,952 26,404

経常利益又は経常損失（△） 188,559 △24,632

特別利益

貸倒引当金戻入額 39,220 －

固定資産売却益 2,102 －

抱合せ株式消滅差益 177,488 －

投資不動産売却益 553 581

その他 4,345 －

特別利益合計 223,709 581

特別損失

固定資産除却損 2,363 44

投資有価証券評価損 34,153 －

厚生年金基金脱退損失 31,005 －

特別損失合計 67,522 44

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 344,745 △24,095

法人税、住民税及び事業税 4,815 2,255

法人税等合計 4,815 2,255

四半期純利益又は四半期純損失（△） 339,930 △26,350



(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 2010年４月１日
至 2010年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2011年４月１日
至 2011年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

344,745 △24,095

減価償却費 51,291 97,856

負ののれん償却額 △23,526 △23,526

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39,220 18

工事損失引当金の増減額（△は減少） △1,598 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,331 △3,179

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,035 △2,837

船舶特別修繕引当金の増減額（△は減少） △803 12,276

受取利息及び受取配当金 △9,636 △2,652

有形固定資産売却損益（△は益） △2,102 －

固定資産除却損 2,363 44

投資有価証券評価損益（△は益） 34,153 －

投資不動産売却損益（△は益） △553 △581

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △177,488 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,184,430 72,229

未成工事支出金の増減額（△は増加） △10,515 △3,206

材料貯蔵品の増減額（△は増加） 1,179 △4,799

仕入債務の増減額（△は減少） △550,102 △111,541

未成工事受入金の増減額（△は減少） △166,925 115,693

その他 △129,272 △11,277

小計 509,123 110,420

法人税等の支払額 △22,911 △6,130

営業活動によるキャッシュ・フロー 486,212 104,290

投資活動によるキャッシュ・フロー

利息及び配当金の受取額 9,707 2,652

有形固定資産の取得による支出 △28,090 △643,981

有形固定資産の売却による収入 3,690 －

無形固定資産の取得による支出 △1,964 △1,021

投資不動産の売却による収入 18,968 19,451

定期預金の純増減額（△は増加） 33,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 35,311 △622,898

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △49,850 △49,748

その他 △209 △28

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,060 △49,777

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 471,463 △568,385

現金及び現金同等物の期首残高 1,156,407 4,898,165

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 322,519 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1 1,950,390 ※1 4,329,780



該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

 
  

【継続企業の前提に関する事項】

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】

当第２四半期累計期間
(自  2011年４月１日  至  2011年９月30日)

 第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関す

る会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。



  

  

 
  

  

 
  

  

 
  

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

項目
前事業年度末
(2011年３月31日)

当第２四半期会計期間末
(2011年９月30日)

裏書譲渡手形 ― 85,433千円

(四半期損益計算書関係)

項目
前第２四半期累計期間
(自 2010年４月１日
至 2010年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2011年４月１日
至 2011年９月30日)

※１販売費及び一般管理費の主なもの

役員報酬 29,625千円 33,765千円

従業員給料手当 62,388千円 54,041千円

法定福利費 10,245千円 11,965千円

賞与引当金繰入額 6,710千円 6,531千円

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期累計期間
(自 2010年４月１日
至 2010年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2011年４月１日
至 2011年９月30日)

 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（2010年９月30日現在）

現金及び預金 5,550,390千円

預入期間が３か月超の定期預金 △3,600,000千円

現金及び現金同等物 1,950,390千円
 

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（2011年９月30日現在）

現金及び預金 4,329,780千円

現金及び現金同等物 4,329,780千円



  

前第２四半期累計期間(自  2010年４月１日  至  2010年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３．株主資本の著しい変動 

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。 

  

当第２四半期累計期間(自  2011年４月１日  至  2011年９月30日) 

１．配当金支払額 

  

 
  

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

３．株主資本の著しい変動 

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動はありません。 

  

(株主資本等関係)

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2010年５月12日 
取締役会

普通株式 50,367 ６ 2010年３月31日 2010年６月25日 利益剰余金

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2011年５月11日 
取締役会

普通株式 49,943 ６ 2011年３月31日 2011年６月23日 利益剰余金



  

Ⅰ  前第２四半期累計期間(自  2010年４月１日  至  2010年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注)  全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(単位：千円)

報告セグメント

建設事業 海運事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 2,192,908 235,881 2,428,790

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 2,192,908 235,881 2,428,790

セグメント利益 313,128 25,879 339,008

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 339,008

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) 184,401

四半期損益計算書の営業利益 154,606



  
Ⅱ  当第２四半期累計期間(自  2011年４月１日  至  2011年９月30日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項) 

 
(注)  全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

従来、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める

海運事業の割合が僅少であり、開示情報としての重要性が乏しいため、報告セグメントごとの売上

高及び利益又は損失の額に関する情報の記載を省略しておりましたが、当期より売上高に占める海

運事業の重要性が増したため、「報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情

報」を記載しております。 

なお、前第２四半期累計期間のセグメント情報は、当第２四半期累計期間において用いた報告セ

グメントに基づき作成しております。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

報告セグメント

建設事業 海運事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 2,360,539 357,575 2,718,115

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 2,360,539 357,575 2,718,115

セグメント利益 75,322 44,183 119,505

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 119,505

セグメント間取引消去 ―

全社費用(注) 170,542

四半期損益計算書の営業損失（△） △51,037



  

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は以下のとおりであります。 

  

 
（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。ま

た、当第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在していないため記載しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

(１株当たり情報)

項目
前第２四半期累計期間
(自 2010年４月１日
至 2010年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  2011年４月１日
至  2011年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
（△）

40.50円 △3.17円

(算定上の基礎)

四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) 339,930 △26,350

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(千円)

339,930 △26,350

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,394 8,323

(重要な後発事象)



  

該当事項はありません。 

  

２ 【その他】



該当事項はありません。 

  

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】



  

2011年11月８日

青木マリーン株式会社 

取締役会  御中 

 

  
 

  

 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている青

木マリーン株式会社の2011年４月１日から2012年３月31日までの第34期事業年度の第２四半期会計期間

(2011年７月１日から2011年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(2011年４月１日から2011年９月30日ま

で)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。 

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、青木マリーン株式会社の2011年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上 
  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士   松   井    隆    雄   印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士   福   島    英    樹   印

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。


